
科 目 名 放射線安全学 

学 期 S1S2 セメスタ 単位数 １．５ 単位 

曜日・授業時間 （原則的に）偶数週 火曜日 1、2 限 

場 所 原子力専攻講義室 

担当教員 山下真一 (shin1@tokai.t.u-tokyo.ac.jp)、工藤久明 (hkudo@tokai.t.u-tokyo.ac.jp)、長谷

川秀一、飯本武志、桧垣正吾、大倉毅史、佐藤薫、高橋聖、酒井一夫 

１．本科目の目的と学習教育目標 
本講義では、原子力分野で常に付随する放射線安全の基本的考え方や理念について学習する。 
まず、これらの理解の基礎となる放射線物理学、放射線化学、放射線生物学のうち関連する項目に

ついて学ぶ。放射線安全においては行政・規制も大切な視点であることから、放射線防護関連法令の

うち放射性同位元素等の規制に関する法律（RI 規制法）について学習する。 
それらの基礎分野を元にして、現場で適用される実学としての放射線安全の考え方やその具体的な

実現方法について学ぶ。ここでは、線量管理や放射線防護について習得し、さらに近年の重要なテー

マである原子炉の解体や環境への影響についても理解を深め、これを実務に適用する際の課題などに

ついても整理する。 
例えば、放射線被ばくに伴って生じる健康被害は、放射線の種類や量、被ばくのスピード（線量率）、

被ばく部位等、種々の要因によって決まる。このように放射線被ばくリスクを素過程や疫学的調査結

果といった基礎学理に基づいて分析、理解する考え方を習得する。 

２．講義方法等 
講義は放射線物理学、放射線化学、放射線生物学といった基礎的内容から、被ばく管理や放射性廃

棄物管理などの放射線防護学までテーマごとに分けて行い、基礎から実用までを一貫して講義する。

スクーリング形式とし資料は講義ごとに当日配布する。 
担当教員は、我が国の放射線サイエンス（放射線物理、放射線化学、放射化学、放射線生物、放射

線医学等）および放射線管理の分野において最先端で活躍する第一級の研究者、技術者から構成され、

人材養成に最適なものとなっている。 
講義テーマのうち「概論」、「線量概念」、「放射線生物」、「放射性同位元素等の規制に関する法律（RI

規制法）等」は、放射線業務従事者登録のための教育訓練となっている。 

３．専攻の学習・教育目標との関連 
(1) 原子力技術分野に関する基礎的素養 

(2)および(3)の知識、能力の取得のために必要な放射線物理学、放射線化学、放射線生物学の基礎知

識（放射線と物質の相互作用、線量概念、放射線誘起現象、放射線生体影響、等）を取得する。 

(2) 原子力技術分野に関する高度の専門的知識及びこれを実務に応用できる能力 
(1)を踏まえて、原子炉主任者及び核燃料取扱主任者に必要とされる放射線管理、放射線防護、リス

ク予測に関する実務レベルの知識を取得する。 

(3) 原子力技術分野において、複合的な問題を分析し、課題を設定・解決できる卓越した能力 
放射線の被ばくに伴う健康被害、放射線防護の方法、放射性廃棄物や被ばくリスクの管理等に係る

様々な問題や課題について、(1)に基づいて論理的に分析、理解する能力を取得する。 

(4) 継続的に学習できる能力 
線量概念の理解を深める際、「原子核と放射線計測／原子核と放射線計測演習」の一部を基礎として

いる。「放射線遮蔽」、「放射線利用」、「原子力実験・実習１」、「原子力実験・実習１」、「原子炉実習・

原子炉管理実習」、「廃棄物管理工学」、「原子力危機管理学」、「福島学」のための基礎にもなっている。

「原子力法規」とも「原子力基本法」や「放射性同位元素等の規制に関する法律（RI 規制法）」等で

関連がある。 

(5) 原子力技術分野に関する実務を行うために必要な実践力、説明責任能力、コミュニケーション能

力、協働力、マネージメント力など 



原子炉主任技術者および核燃料取扱主任者の業務として必要な実践力を習得する。また、本科目で

取得した知識は、放射線の人体への影響、放射線防護の方法、および公衆被ばくのリスクについて、

論理的に説明する能力の一助となる。 

(6) 職業倫理、ならびにその倫理規範を守りつつ職務を果たす能力と態度 
直接の関連は無い。 

４．講義日程及び講義内容 
１．放射線安全（学）の概念［担当：山下］（4/2、1 限） 
身のまわりの放射線、放射線のリスクとベネフィット、用語や単位、放射線以外のリスク、低線

量／低線量率被ばく、放射線防護の基礎、等 
２．放射性同位元素等の規制に関する法律（RI 規制法）等［担当：桧垣］（4/2、2 限） 
放射線安全に関連した法体系、物・人・場所に求められる管理、管理における基準値、教育訓練・

健康診断・記録に関する規定、緊急時の措置、等 
３．線量概念［担当：佐藤］（4/3、1 限） 
放射線計測量と線量計測量、カーマ、線量の定義と単位、照射線量、吸収線量、等価線量、実効

線量、線量当量、預託線量、加重係数、外部被ばくと内部被ばく、等 
４．放射線生物［担当：山下］（4/9、1 限） 
確定的影響と確率的影響、しきい線量、DNA 損傷と修復機構、直接作用と間接作用、水の放射線

分解、線質効果、線量率効果、等 
５．職業被ばく管理と線量評価 1（個人被ばく管理）［担当：高橋］（5/21、1 限） 
外部被ばくと内部被ばくでの管理の違い、線量限度、モニタリング手段、個人線量計、実効線量

と線量当量、預託線量、記録の保管と被ばく登録管理制度、等 
６．職業被ばく管理と線量評価 2（作業環境管理）［担当：大倉］（4/3、2 限） 
環境モニタリング、表面汚染密度限度、空気中濃度限度、排気中濃度限度、遮蔽・除染・換気、

法令における規定（基準値、モニタリング頻度、記録、等）、サーベイメータの種類と特徴、実務

における改善活動、等 
７．放射線防護体系 1［担当：飯本］（4/23、1 限） 
放射線障害と放射線防護の歴史、国際放射線防護委員会（ICRP）、線量制限体系と放射線防護体

系、防護基準値、線量限度、通常被ばくと潜在被ばく、緊急時の線量拘束値の考え方、実務にお

ける適用、等 
８．放射線防護体系 2［担当：飯本］（4/23、2 限） 
昨今の代表的な論点（医療被ばくの防護、自然放射線源の防護、福島第一原発事故の教訓の反映）、

医療行為としての特殊性、高放射能自然線源（NORM）、等 
９．公衆被ばく管理と線量評価 1（環境放射線モニタリング）［担当：大倉］（4/5、1 限） 
環境モニタリングの目的、原子力施設のための放射線防護基準、一般環境中における放射線防護、

放射性核種の環境動態と被ばく経路、放出された放射性物質による公衆の被ばく線量評価、緊急

時の環境放射線モニタリング、実際の例、等 
１０．公衆被ばく管理と線量評価 2（自然放射線と長期被ばく）［担当：酒井］（5/21、2 限） 
公衆被ばくの定義、線量限度と線量目標値、長期被ばくの要因（放射性廃棄物の処理・処分、原

子力施設の廃止措置）、長期被ばくをもたらす核種、放射性廃棄物に関する放射線防護に対する放

射線防護、放射性廃棄物の分類、緊急時の考え方、等 
１１．環境の放射線防護［担当：酒井］（6/4、1 限） 
環境（ヒト以外の種）への放射線影響、ヒトと環境とでの放射線影響の違い、環境の放射線防護、

関連する国際会議の経緯、関連する ICRP 勧告や IAEA レポート、現在の課題、等 
１２．トピックス［担当：酒井］（6/4、2 限） 
１３．放射性廃棄物安全管理［担当：長谷川］（6/18、1 限） 
放射性廃棄物の分類、地層処分、コンクリートピット処分、素掘り処分、放射性廃棄物に関する

安全原則（IAEA）、放射性廃棄物処分に対する放射線防護方策（ICRP）、等 
１４．原子炉解体・クリアランス［担当：長谷川］（6/18、2 限） 
原子炉の解体、廃止措置、安全貯蔵、実際の廃止措置の例、クリアランスの考え方と経緯、クリ

アランスレベル、規制除外・免除やクリアランスのための放射能濃度算出方法（IAEA）、等 
内部被ばく線量評価の詳細、体内汚染をともなう過去の原子力事故、体内動態、体内残留率、等 



１５．まとめ 

５．教科書、参考書等 
●基礎学理に関係する書籍 

「放射線物理学」（オーム社） 
「放射線生物学」（オーム社） 
「放射線取扱の基礎」（日本アイソトープ協会） 

●専門技術分野および複合事象に関係する書籍 
「放射線安全学」（オーム社） 
「放射線概論」（通商産業研究社） 
「放射線安全管理の実際」（日本アイソトープ協会） 

●社会・人間関係スキルおよび技術倫理に関係する書籍 
「原子力安全基盤科学１原子力発電所事故と原子力の安全」（京都大学学術出版会） 
「原子力安全基盤科学２原子力バックエンドと放射性廃棄物」（京都大学学術出版会） 
「原子力安全基盤科学３放射線防護と環境放射線管理」（京都大学学術出版会） 

６．達成度の評価、成績評価の方法 
講義内容に基づき、基礎から実用、複合的問題に関する知識を期末試験で問う。試験は放射線安全

学演習と合わせて行う。 
試験には原子炉主任技術者試験及び核燃料取扱主任者試験のうち放射線影響、放射線防護および被

ばくリスク管理に係る問題を含み、国家試験合格に相当するレベルを問う。 

７．他の講義との関連 
「原子核と放射線計測／原子核と放射線計測演習」の一部を基礎とし、本講義の講義内容のうち放

射線物理および線量概念の理解をより深めることに繋がる。 
また、「放射線遮蔽」、「放射線利用」、「原子力実験・実習１」、「原子力実験・実習 2」、「原子炉実習・

原子炉管理実習」、「廃棄物管理工学」、「原子力危機管理学」、「福島学」を受講するための基礎講義で

ある。特に「放射線利用」では、本講義における放射線サイエンス（放射線物理、放射線化学、放射

化学、放射線生物、放射線医学等）の基礎知識を基に、原子力分野だけでなく産業および医学分野で

の放射線の有効利用とその原理について学ぶ。 
「原子力法規」とは、本講義で扱う「放射性同位元素等の規制に関する法律」と関連がある。 
「放射線安全学／放射線計測演習」では、本講義の学習内容について演習を行う。 

 


